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はじめに  

 

海上保安庁海洋情報部では、海洋汚染の防止及び海洋環境保全のための科学的調査の一環

として、海洋における放射能調査を実施している。 

本調査は、国の原子力行政の一元化の方針に基づき、原子力規制委員会で一括計上される

放射能調査研究費によって実施しているものである。 

本調査報告書は、平成 25年（2013 年）に実施した「日本近海における海水及び海底土の放射能

調査」、「深海域（日本海・オホーツク海・大平洋）における海水及び海底土の放射能調査」の調

査結果である。 

これまで海上保安庁海洋情報部では、海水・海底土における人工放射性物質の分布状況の

把握やその挙動監視を継続して行ってきたため、平成 23 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平

洋沖地震に起因する東京電力福島第一原子力発電所事故により人工放射性物質が環境中に放出さ

れた影響の評価に貢献することができた。 

今後も放射能調査を継続して実施し、原発事故により環境中に放出された人工放射性物質の分

布状況の把握等を含め、海洋環境保全のための放射能調査を行っていく必要がある。 
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1 日本近海における海水及び海底土の放射能調査 

1.1 調査概要 

 本調査は、核実験等が海洋の自然環境に及ぼす影響を把握するために実施しており、日本近海

の海水及び海底土に含まれる人工放射性核種の分布状況、経年変化等を把握するものである。 

 海水については昭和 34 年(1959 年)に、海底土については同 48 年(1973 年)にそれぞれ調査を

開始し、以来継続して実施している。本報告は平成 25 年（2013 年）の調査結果をまとめたもの

である。 

 

1.1.1 調査海域 

 各調査点は、図 1-1 に示すとおりである。海底土及び表面海水を採取した点は▲印、表面海

水のみを採取した点は○印、表面及び 100m 層海水を採取した点は●印で示した。 

 

1.1.2 試料採取 

 試料の採取は、表 1-1 に示すとおり、海上保安庁海洋情報部所属の測量船及び管区海上保安

本部所属の巡視船・測量船で行った。 

表面海水は、ポリエチレン製バケツ又は水中ポンプを用いて約 20L（2 個）採取、100m 層海

水は、100L 採水器（離合社製、重量約 85kg、採水筒ポリプロピレン製）を用いて約 20L 採取

した。採取した海水には、採取後直ちに塩酸（１mL／１L 海水）を加えた。 

 海底土は、スミス・マッキンタイヤ型採泥器を用いて採取し、表層部の約 2cm を分取した。 

 採取された試料数は、海水 25 試料、海底土 9 試料であり、各海域の試料数及び採取担当は次

のとおりである。 

 

表 1-1 調査海域別の試料数と採取担当 

 

 

 

 

 

 

 

調査海域 海水 

（試料数） 

海底土 

（試料数） 

採 取 担 当 

外  洋 16 － 本庁、十、十一管区 

沿 岸 域 9 9 本庁、六、七、十管区 

計 25 9  
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1.1.3 測定項目 

 各試料の測定核種は次のとおりである。 

 原発事故の影響により 134Cs が検出されたため測定項目（海水・海底土）に追加している。 

 コバルト‐60 （ 60Co ：半減期 5.3 年 ） 

 ストロンチウム‐90 （ 90Sr ：半減期  29 年 ） 

海 水 ルテニウム‐106 （ 106Ru ：半減期 367 日 ） 

 セシウム‐134 （ 134Cs ：半減期 2.1 年 ） 

 セシウム‐137 （ 137Cs ：半減期  30 年 ） 

 コバルト‐60  

海底土 ストロンチウム‐90 

 セシウム‐134 

 セシウム‐137 

 

1.2 放射能測定 

 各試料の 90Sr については、放射化学分析により求めることとし、90Sr の放射平衡にある 90Y

（イットリウム-90）を分離精製し、β線計測を行った。化学収率の補正は、海水中の 90Sr では

Y 担体添加法による回収重量から、海底土の 90Sr では標準添加法を用いる原子吸光光度法及び

Y 担体添加法により求めた。 

 その他の核種については、ゲルマニウム半導体検出器を用いる機器分析（γ線計測）により求

めた。 

 

1.2.1 放射化学分析 

(1) 海 水 

［90Sr］ 試料（約 20L）に水酸化ナトリウム溶液を加え、マグネシウム等を水酸化物とし

て沈殿させ、ろ別した。得られた上澄み液・ろ液を酸性とした後､Y 担体を加え 2 週間以上

放置した。これに水酸化ナトリウム溶液を加え、90Sr と放射平衡にある 90Y を水酸化物と

して沈殿させ、ろ別した｡ 沈殿物を塩酸で溶解し、りん酸水素ビス（2-エチルヘキシル）抽

出法の後、陽イオン交換樹脂カラム（Dowex50WX8）に通して 90Y を分離精製し、これを

しゅう酸塩として沈殿させ、ろ別、乾燥して計測試料とした。 

(2) 海底土  

 分析に先立ち、採取試料を乾燥、粉砕し、目開き 2mm のふるいを通過した部分を試料と

した。 

［90Sr］ 乾土約 300g を用い、470℃で有機物を熱分解した後、熱 8M 塩酸で浸出し、浸

出液を陰イオン交換樹脂カラム（Amberlite CG-400）に通し、流出液・洗液をアンモニア

水で中和してアルミニウム等を水酸化物として沈殿させ、ろ別した。ろ液に炭酸アンモニウ



－ 3 － 

ムを加え 90Sr を沈殿させ、ろ別した。沈殿物は硝酸で溶解し、その溶液を煮沸して炭酸ガ

スを除いた後、Y 担体を加え 2 週間以上放置した。以後の処理は海水と同様である。 

1.2.2 機器分析 

(1) 海 水  

[60Co･106Ru･134Cs･137Cs] 試料（約 20L）を用いて、りんモリブデン酸アンモニウム－二

酸化マンガン吸着捕集法により放射性物質を捕集し、径 47mm、孔径 0.45μm のメンブレ

ンフィルターでろ過した。U-9 容器※1に移した後、乾燥し、計測試料とした。この場合、化

学収率の補正は行っていない。 

(2) 海底土 

［60Co･134Cs･137Cs］ 乾土約 100ｇを、U-8 容器※1 に高さ 50mm まで入れて計測試料と

した。 

※1 U-8 容器（ポリプロピレン製 外径φ56×高さ 68mm） 

  U-9 容器（ポリプロピレン製 外径φ56×高さ 39mm） 

 

1.2.3 測 定 

 各試料は表 1-2 に示す放射線計測機器を使用して測定した。 

表 1-2 測定核種と放射線計測機器 

 

1.3 結 果 

 表 1-3に海水の測定結果を、表 1-4に海底土の測定結果を示し、測定値に計数誤差を付記した。 

 なお、海水の 60Co、 106Ru 及び海底土の 60Co は、すべて検出下限値未満であった。 

 

1.3.1 海 水 

 表面海水（採取深度 0～4m 層）について、図 1-2~4 にそれぞれ 90Sr、134Cs 及び 137Cs の濃

度を棒グラフで示した。図 1-6 及び 1-7 に、90Sr 及び 137Cs の昭和 47 年（1972 年）以降の平

均値、最大値及び最小値の経年変化を示した。 

なお、図 1-7 137Cs の経年変化については、平成 23 年の濃度変化が大きいため片対数表記と

した。 

試料  測定核種  使用放射線計測機器  

海水  

6 0Co･1 0 6Ru･ 

134Cs･1 3 7Cs   
ゲルマニウム半導体検出器（SEIKO EG&G 社製 GEM40-S）  

9 0Sr(9 0Y) 2π低バックグラウンドガスフローカウンタ（アロカ製 LBC-4202）  

海底土  

6 0Co･ 134Cs･1 3 7Cs ゲルマニウム半導体検出器（SEIKO EG&G 社製 GEM40-S）  

9 0Sr(9 0Y) 2π低バックグラウンドガスフローカウンタ（アロカ製 LBC-4202）  
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90Sr については、原発事故以前の濃度と同程度であった。 

137Cs については、原発事故後、東日本の太平洋側で高い点がみられたが、年々減少し、仙台

湾で 5.0mBq/L、東京湾で 4.7mBq/L と他の調査点よりも比較的高いものの、1990 年代と同程

度であった。 

 134Cs については、原発事故後、東日本の太平洋側の海域で検出されていたが、今年は外洋域

では検出されず、沿岸域の仙台湾及び東京湾の試料のみ検出され、前年の同点と比較すると大

幅に減少した。 

 

1.3.2 海底土 

 図 1-5 に 90Sr、134Cs 及び 137Cs の濃度を棒グラフで示した。図 1-8 及び 1-9 に、90Sr 及び

137Csについて昭和 56 年（1981 年）以降の平均値、最大値及び最小値の経年変化を示した。 

 90Sr については、原発事故以前と同程度であった。 

 原発事故後に検出されるようになった 134Cs について、比較的濃度の高く検出された仙台湾

及び東京湾では、前年と比べ減少した。また、新潟沖では大幅に減少し、小樽沖では検出され

なかった。 

 137Cs について、仙台湾、東京湾及び新潟沖では、他の調査点と比較して濃度が高く、他の調

査点では、過去の変動の範囲内であった。平成 23 年から平成 24 年にかけて濃度が高くなって

いた仙台湾及び東京湾では 1 割程度減少し、新潟沖の点では大幅に減少した。 
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図 1-1 平成 25 年日本近海放射能調査海域 

 

海底土及び表面海水 

表面海水のみ 

表面及び100m層海水 

採 取 試 料 
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表 1-3 平成 25 年日本近海放射能調査結果－海水 

 

緯　度（Ｎ） 経　度（Ｅ）

沿岸域

1 小樽沖 2013/08/29 43-16.1 141-12.8 0 0.8 ± 0.1 * 1.6 ± 0.3

2 仙台湾 2013/08/31 38-16.5 141-10.0 0 1.6 ± 0.2 1.5 ± 0.3 5.0 ± 0.3

(3.0 ± 0.2) (10  ± 0.4) (18   ± 0.4)

3 東京湾 2013/12/12 35-35.0 139-53.1 0 1.0 ± 0.2 1.8 ± 0.3 4.7 ± 0.3

(0.8 ± 0.2) (7.5 ± 0.4) (13   ± 0.4)

4 伊勢湾 2013/12/13 34-44.4 136-40.7 0 1.0 ± 0.2 * 1.6 ± 0.3

5 大阪湾 2013/12/14 34-25.3 135-07.0 0 1.1 ± 0.2 * 1.7 ± 0.3

6 広島湾 2013/11/13 34-13.0 132-18.6 0 1.0 ± 0.1 * 1.6 ± 0.3

7 響灘 2013/06/13 34-00.1 130-52.8 0 1.2 ± 0.2 * 2.1 ± 0.3

8 鹿児島湾 2013/06/27 31-30.2 130-37.9 0 1.0 ± 0.2 * 1.3 ± 0.3

9 新潟沖 2013/08/23 38-00.0 138-59.5 0 0.6 ± 0.1 * 1.3 ± 0.3

沿岸域1～9の平均　 1.0    2.3

外　洋

10 親潮 2013/08/19 41-30.0 142-30.0 0 0.7 ± 0.2 * 2.2 ± 0.3

11 2013/08/18 39-53.6 143-40.1 4   0.86 ± 0.02 * 2.6 ± 0.3

2013/08/18 39-55.5 143-40.8 100 0.6 ± 0.1 * 3.0 ± 0.3

12 2013/08/17 37-29.2 142-59.9 0 1.7 ± 0.2 * 2.2 ± 0.3

13 2013/08/17 35-59.8 142-14.9 0 0.9 ± 0.1 * 2.3 ± 0.3

14 黒潮 2013/12/23 34-39.9 139-39.9 0 0.8 ± 0.1 * 2.1 ± 0.3

15 2013/05/29 31-02.2 139-44.4 0 1.0 ± 0.1 * 2.0 ± 0.3

16 2013/12/13 34-20.0 137-20.0 0 1.0 ± 0.1 * 1.8 ± 0.3

17 2013/12/22 32-59.9 137-00.1 0 0.9 ± 0.2 * 2.0 ± 0.3

18 2013/12/14 33-20.1 135-10.0 0 1.1 ± 0.1 * 1.8 ± 0.3

19 2013/12/21 32-30.0 132-30.0 0 1.4 ± 0.2 *   1.0 ± 0.3

20 2013/06/27 31-00.0 131-30.0 0 0.7 ± 0.1 * 2.1 ± 0.3

21 2013/11/05 25-55.0 127-40.0 0 0.8 ± 0.1 * 1.3 ± 0.3

22 日本海 2013/08/23 38-20.2 137-00.1 0 1.1 ± 0.1 * 1.4 ± 0.3

23 2013/08/25 39-59.9 138-24.9 0 1.3 ± 0.2 * 1.7 ± 0.3

24 2013/08/27 43-40.1 139-15.2 0 1.0 ± 0.1 * 1.4 ± 0.3

外洋10～24の平均　 1.0 1.9 

※測定値が検出下限値未満の場合には、*を付記した。

( )内は平成24年調査の値、比較のため仙台湾、東京湾の同一点のみ記載する。

採取

深度

(m)

調査
点

採　取　位　置
海域 採取年月日

放射能濃度（mBq/L）

９０Ｓｒ １３４Ｃｓ １３７Ｃｓ
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表 1-4 平成 25 年日本近海放射能調査結果－海底土 

 

 

緯　度（Ｎ） 経　度（Ｅ）

1 小樽沖 2013/08/29 43-16.1 141-13.0 26   0.020 ± 0.003 * 1.9 ± 0.2

(0.016 ± 0.003) (0.7 ± 0.1) (1.6 ± 0.1)

2 仙台湾 2013/08/31 38-16.6 141-10.0 25   0.099 ± 0.005 107  ± 0.7 246   ± 1.1

(0.11 ± 0.006) (165 ± 0.9) (264 ± 1.2)

3 東京湾 2013/12/12 35-35.0 139-53.1 17   0.086 ± 0.006 22  ± 0.4 55   ± 0.6

(0.14 ± 0.007) (40 ± 0.5) (66 ± 0.7)

4 伊勢湾 2013/12/13 34-44.0 136-40.3 33   0.099 ± 0.012 * 4.2 ± 0.2

5 大阪湾 2013/12/14 34-25.3 135-06.9 31   0.031 ± 0.004 * 2.0 ± 0.2

6 広島湾 2013/11/13 34-13.0 132-18.6 21   0.058 ± 0.006 * 2.2 ± 0.2

7 響灘 2013/06/13 34-00.1 130-52.8 20   0.023 ± 0.004 * *

8 鹿児島湾 2013/06/27 31-30.2 130-37.9 220   0.090 ± 0.006 * 1.1 ± 0.2

9 新潟沖 2013/08/23 38-00.1 138-59.7 85   0.050 ± 0.004 2.5 ± 0.2 9.4 ± 0.3

(0.084 ± 0.004) (74 ± 0.6) (137 ± 0.8)

1～9の平均　 　0.062 40.2

※測定値が検出下限値未満の場合には、*を付記した。

( )内は平成24年調査の値、比較のため小樽沖、仙台湾、東京湾、新潟沖の同一点のみ記載する。

調査
点

採　取　位　置
海域 採取年月日

水深
(m) ９０Ｓｒ １３４Ｃｓ １３７Ｃｓ

放射能濃度（Bq/kg-乾土）
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図 1-2 平成 25 年日本近海放射能調査結果－海水中の 90Sr 
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図 1-3 平成 25 年日本近海放射能調査結果－海水中の 134Cs 

ND：検出下限値未満 
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図 1-4 平成 25 年日本近海放射能調査結果－海水中の 137Cs 
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図 1-5 平成 25 年日本近海放射能調査結果－海底土 

ND：検出下限値未満 



－ 12 － 

 

図 1-6 日本近海海水中の 90Sr の経年変化 

 

 

図 1-7 日本近海海水中の 137Cs の経年変化 

0.0

10.0

20.0

30.0

1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010

(mBq/L)

(年)

0.1

1.0

10.0

100.0

1000.0

10000.0

1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010

(mBq/L)

(年)

最大 

平均 

最小 

● 

最大 

平均 

最小 
● 



－ 13 － 

 

図 1-8 日本近海海底土中の 90Sr の経年変化 

 

図 1-9 日本近海海底土中の 137Cs の経年変化  
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2 深海域（日本海・オホーツク海・太平洋）における海水及び海底土の放射能調査 

2.1 深海域の調査概要 

 本調査は、旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄に関連して、日本海及びオホーツク

海の海水・海底土中の人工放射性核種の分布状況を明らかにするとともに、その動態を把握する

ものである。 

 また、日本海及びオホーツク海の結果と比較するため、太平洋でも調査を実施している。 

 今回の報告は、平成 25 年（2013 年）の調査結果を取りまとめたものである。 

なお、日本海南西部については、平成 18 年から韓国と共同で調査を実施していたが、平成 24

年以降、両国の協議が整わず調査は行われていない。 

 

2.1.1 調査海域 

  各調査点は、図 2-1 に示すとおりである。 

 

2.1.2 試料採取 

 試料採取は、海上保安庁海洋情報部所属の測量船で行った。 

 海水の採取深度は、0m、1,000m、2,000m、3,000m 及び底上 50m の層について実施した。 

海水の採取は 100L 採水器（離合社製、重量約 85kg、採水筒ポリプロピレン製）を用いた。各

層における採取量は約 100L で、採取後直ちに塩酸（１mL／１L 海水）を加えた。 

なお、採水深度は、測深ピンガー（海洋電子社製 PA-614 型、12kHz）及びデジタル転倒圧

力計（SIS 社製、RPM6000X）を用いて決定し、水温はデジタル転倒温度計（SIS 社製、RTM

4002X）、実用塩分は塩分測定装置（Guildline 製 PORTSAL8410A）で計測した。溶存酸素に

ついては、採取後直ちにウインクラー・カーペンター法で測定した。 

 海底土は、スミス・マッキンタイヤ改良型採泥器（離合社製、重量約 180 ㎏、採取面積約  

0.1 ㎡）を用いて採取し、表層から約 2cm を分取した。 

 

2.1.3 測定項目 

 各試料の測定核種は海水・海底土ともに次のとおりである。 

 コバルト‐60 （ 60Co ：半減期    5.3 年 ） 

 ストロンチウム‐90 （ 90Sr ：半減期     29 年 ） 

 セシウム‐137 （ 137Cs ：半減期     30 年 ） 

 プルトニウム‐239+240  （ 239Pu ：半減期 24,100 年 ） 

 （ 240Pu ：半減期  6,560 年 ） 
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2.2 放射能測定 

各試料は、放射化学分析により放射能を求めることとし、60Co 及び 137Cs については、それぞ

れ分離精製し、β線計測を行った。90Sr については、放射平衡にある 90Y を分離精製し、β線計

測を行った。239+240Puについては、添加した 242Pu 標準液とともに試料から分離精製し、α 線計測

を行い、242Pu との放射能の比から求めた。 

化学収率の補正は、60Co 及び 137Cs については Co 及び Cs 担体添加法により求め、90Sr につい

ては標準添加法を用いる原子吸光光度法及び Y 担体添加法により求めた。 

 

2.2.1 放射化学分析 

(1) 海水 

 化学処理に先立ち、海水試料（100Ｌ）を大型水槽に入れ、Co、Cs 及び 242Pu 標準液の各担

体を加えた。 

 ［137Cs］ 水槽の海水試料に、りんモリブデン酸アンモニウムを加え 137Cs を吸着させ、ろ別

した（上澄み液、ろ液は 90Sr、60Co 及び 239+240Pu の分析に用いた）。この、りんモリブデン酸

アンモニウムを水酸化ナトリウム溶液で溶解し、陽イオン交換樹脂カラム（Duolite C-3）に通

して分離精製の後、これを塩化白金酸塩として沈殿させ、ろ別し、乾燥して計測試料とした。 

 ［90Sr］ 137Cs の分析中に得られた上澄み液、ろ液に炭酸ナトリウムを加え、90Sr、60Co 及

び 239+240Pu を沈殿させ、ろ別した。沈殿物は硝酸で溶解し、その溶液を煮沸して炭酸ガスを除

いた後、 水酸化ナトリウムを加え弱塩基性として 239+240Pu、60Co を水酸化マグネシウムと共

沈させ、ろ別した（沈殿物は 239+240Pu、60Co の分析に用いた）。 

 ろ液は酸性とした後、Y 担体を加え２週間以上放置し、90Sr と放射平衡にある 90Y を水酸化

物として沈殿させ、ろ別した後、沈殿物を塩酸で溶解し、りん酸水素ビス（2-エチルヘキシル）

抽出法の後、陽イオン交換樹脂カラム（Dowex50WX8）に通して 90Y を分離精製し、これをし

ゅう酸塩として沈殿させ、ろ別、乾燥して計測試料とした。 

 ［239+240Pu］ 90Sr の分析中に得られた沈殿物を硝酸で溶解し、溶解液を蒸発濃縮した後、 8.

4M 硝酸で処理し、陰イオン交換樹脂カラム（Dowex1-X8）に通し Pu（Ⅳ）を吸着させた。8.

4M 硝酸及び 10M 塩酸で樹脂を洗浄後、よう化アンモニウム－塩酸溶液で Pu（Ⅳ）を Pu（Ⅲ）

に還元し溶離した。分離精製した試料はステンレススチール板上に電着して計測試料とした。 

 ［60Co］ 239+240Pu の分析中の陰イオン交換樹脂カラムからの 8.4M 硝酸流出液に水酸化ナト

リウム溶液を加え 60Co を沈殿させた。得られた沈殿物を 8M 塩酸に溶解して陰イオン交換樹脂

カラム（Amberlite CG-400）に通し 60Co を吸着させ、4M 塩酸で溶離した後、テトラヒドロ

フラン－塩酸混液を用いて陽イオン交換樹脂カラム（Dowex50WX8）に通して 60Co を分離精

製し、銅板上に電着して計測試料とした。 

(2) 海底土 

 分析に先立ち、採取試料を乾燥、粉砕し、目開き 2mm のふるいを通過した部分を分析試料
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とした。 

 ［60Co］ 乾土約 300g を用い、470℃で有機物を熱分解した後、熱 8M 塩酸で浸出し、浸出

液を陰イオン交換樹脂カラム（Amberlite CG-400）に通し 60Co を吸着させた（流出液・洗液

は 90Sr の分析に用いる）。以後の処理は海水と同様である。 

 ［90Sr］ 60Co の分析中に得られた流出液・洗液をアンモニア水で中和してアルミニウム化合

物等を沈殿させ除去した。ろ液に炭酸アンモニウムを加え 90Sr を沈殿させ、ろ別した。沈殿物

は硝酸で溶解し、その溶液を煮沸して炭酸ガスを除いた後、Y 担体を加え 2 週間以上放置する。

以後の処理は海水と同様である。 

 ［137Cs］ 乾土約 100g を用い、470℃で有機物を熱分解した後、熱 8M 塩酸で浸出し、浸出

液に、りんモリブデン酸アンモニウムを加え 137Cs を吸着させ、ろ別した。以後の処理は海水と

同様である。 

 ［239+240Pu］ 乾土約 50ｇを用い、242Pu 標準液を添加した後、熱 8.4M 硝酸で浸出し、浸出

液を蒸発濃縮した後、8.4M 硝酸で溶解し、陰イオン交換樹脂カラム（Dowex1- X8）に通し P

u（Ⅳ）を吸着させた。8.4M 硝酸及び 10M 塩酸で樹脂を洗浄後、よう化アンモニウム－塩酸

溶液で Pu（Ⅳ）を Pu（Ⅲ）に還元し、溶離した。分離精製した試料はステンレススチール板

上に電着して計測試料とした。 

 

2.2.2 測 定 

 各試料は表 2-1 に示す放射線計測機器を使用して測定した。 

 

表 2-1 測定核種と放射線計測機器 

 

 

 

 

 

 

試料  測定核種  使用放射線計測機器  

海水  

・  

海底土  

6 0Co   低バックグラウンドベータ線スペクトロメータ（富士電機製ピコベータ） 

9 0Sr(9 0Y) 2 π 低 バックグラウンドガスフローカウンタ（アロカ製 L B C - 4 2 0 2 ） 

137Cs 低バックグラウンドベータ線スペクトロメータ（富士電機製ピコベータ） 

2 3 9 + 2 4 0Pu α 線 スペクトロメータ（S E I K O  E G & G 社 製 O C T P L - U 0 4 5 0 ）  
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2.3 結 果 

 表 2-2 に海水の調査結果を、表 2-3 に海底土の測定結果を示し、測定値に計数誤差を付記し

た。なお、海水及び海底土の 60Co は、すべて検出下限値未満であった。 

 

2.3.1 海 水 

 各調査点の 90Sr、137Cs 及び 239+240Pu の鉛直分布を図 2-2 に、各層の経年変化を図 2-3 に示

した。 

 90Sr の濃度は、どの調査点においても、表面海水が高く、深度が増すにつれ低くなる傾向が

みられた。表面海水は、0.70~0.94mBq/L で過去の変動の範囲内であった。 

 137Cs の濃度においても、90Sr と同様に表面海水が高く、深度が増すにつれ低くなる傾向がみ

られた。太平洋の調査点 TR-1 の表面海水は、原発事故の影響により前年 8.5mBq/L であった

が、2.5mBq/L に下がった。その他の調査点の表面海水は、1.3~2.0mBq/L で過去の変動の範囲

内であった。 

 239+240Pu の濃度は、表面海水で低く、概ね 1,000m 付近に極大値をもつ分布となっており、

過去の変動の範囲内であった。 

 

2.3.2 海底土 

 調査点 NO-1～10 までの各核種の経年変化を図 2-4 に示した。日本海の調査に対する比較調

査点である TR-1 と比べて、一部の調査点において 90Sr 及び 239+240Pu で高い濃度が検出され

たが、各核種とも各年で多少の変動があるものの、過去の変動の範囲内で推移していた。 

なお、調査点 TR-1 において、機器分析を併せて行ったところ、前年（2.4±0.4Bq/kg）とほぼ

変わらず 2.5±0.29Bq/kg の濃度の 134Cs が検出された。 
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図 2-1 平成 25 年深海域放射能調査海域 
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表 2-2 平成 25 年深海域放射能調査結果-海水              （1/2） 

 

※測定値が検出下限値未満の場合は＊を付記した。 

( m ) ( dBar )

0 -   25.9  33.716 4.82 * 0.94  ± 0.02 1.6    ± 0.05 0.0064 ± 0.0009

978 987.5 0.44 34.070 4.81 * 0.75  ± 0.02 1.2    ± 0.04 0.033 ± 0.002

1,210 1223.1 0.28 34.069 4.65 * 0.58  ± 0.02 1.1    ± 0.04 0.034 ± 0.002

( m ) ( dBar )

0 -   26.2  33.614 4.79 * 0.94  ± 0.02 1.6    ± 0.05 0.0047 ± 0.0008

980 990.2 0.34 34.069 4.73 * 0.63  ± 0.02 1.2    ± 0.04 0.034 ± 0.003

1,346 1360.7 0.26 34.068 4.67 * 0.45  ± 0.01 1.0    ± 0.04 0.039 ± 0.003

( m ) ( dBar )

0 -   25.2  33.624 4.88 * 0.91  ± 0.02 2.0    ± 0.05 0.0086 ± 0.0010

1,001 1010.9 0.31 34.069 4.73 * 0.63  ± 0.02 0.93  ± 0.04 0.039 ± 0.003

1,949 1973.2 0.22 34.080 4.73 * 0.30  ± 0.01 0.40  ± 0.03 0.036 ± 0.003

3,268 3319.2 0.30 34.067 4.77 * 0.18  ± 0.01 0.41  ± 0.03 0.031 ± 0.002

( m ) ( dBar )

0 -   24.8  33.500 4.89 * 0.89  ± 0.02 1.8    ± 0.05 0.0045 ± 0.0007

978 987.9 0.33 34.069 4.82 * 0.67  ± 0.02 1.2    ± 0.04 0.035 ± 0.003

1,963 1987.8 0.22 34.098 4.73 * 0.30  ± 0.01 0.53  ± 0.03 0.040 ± 0.004

2,955 2999.4 0.27 34.067 4.75 * 0.18  ± 0.01 0.53  ± 0.03 0.041 ± 0.004

3,552 3610.4 0.33 34.068 4.74 * 0.17  ± 0.01 0.39  ± 0.03 0.037 ± 0.003

137-26.8

239+240Ｐu

水深（ｍ）

1,423

ＮＯ－4

採　取　位　置

採取深度 溶存
酸素

（mL/L）

水温
ITS-90
（℃）

実用

塩分

溶存
酸素

（mL/L）

60Ｃo 137Ｃs90Ｓr

採　取　位　置

2013.8.2041-27.0

136-20.4

134-34.0

放　射　能　濃　度　（ｍＢｑ/L）

137Ｃs

緯　度 (N)

緯　度 (N) 経　度 （Ｅ）

経　度 （Ｅ）

40-00.0 135-59.4 2013.8.22

採取年月日

放　射　能　濃　度　（ｍＢｑ/L）

90Ｓr 137Ｃs60Ｃo

採　取　位　置

ＮＯ－5

採取年月日

60Ｃo

調　査　点

採取年月日
経　度 （Ｅ）

90Ｓr

溶存
酸素

（mL/L）

採　取　位　置

239+240Ｐu

2013.8.2240-00.1

水深（ｍ）

1,290

239+240Ｐu

水深（ｍ）

3,371

水深（ｍ）

3,663

放　射　能　濃　度　（ｍＢｑ/L）

90Ｓr 137Ｃs 239+240Ｐu

緯　度 (N)

40-59.9 2013.8.21

採取年月日
緯　度 (N) 経　度 （Ｅ）

60Ｃo

調　査　点

実用

塩分

調　査　点

水温
ITS-90
（℃）

調　査　点

採取深度

ＮＯ－7

ＮＯ－6

採取深度 放　射　能　濃　度　（ｍＢｑ/L）水温
ITS-90
（℃）

実用

塩分

溶存
酸素

（mL/L）

採取深度 実用

塩分

水温
ITS-90
（℃）
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表 2-2 平成 25 年深海域放射能調査結果-海水              （2/2） 

 

※測定値が検出下限値未満の場合は＊を付記した。 

( m ) ( dBar )

0 -   23.4  33.743 4.97 * 0.88  ± 0.02 1.9    ± 0.05 0.0052 ± 0.0010

992 1002.5 0.32 34.072 4.75 * 0.67  ± 0.02 1.2    ± 0.04 0.038 ± 0.003

1,969 1994.2 0.22 34.067 4.76 * 0.30  ± 0.01 0.56  ± 0.03 0.038 ± 0.003

2,937 2981.2 0.27 34.068 4.73 * 0.19  ± 0.01 0.42  ± 0.03 0.037 ± 0.003

3,579 3639.4 0.33 34.066 4.96 * 0.18  ± 0.01 0.41  ± 0.03 0.033 ± 0.003

( m ) ( dBar )

0 -   23.8  33.651 4.95 * 0.80  ± 0.02 1.8    ± 0.05 0.0050 ± 0.0015

178 179.6 4.30 34.042 6.44 * 1.0    ± 0.02 1.9    ± 0.05 0.010 ± 0.002

( m ) ( dBar )

0 -   16.4  32.818 6.01 * 0.70  ± 0.02 1.3    ± 0.04 0.0040 ± 0.0010

137 138.6 1.39 33.418 6.29 * 0.69  ± 0.02 1.3    ± 0.04 0.0094 ± 0.0018

( m ) ( dBar )

4 4.2 23.89 33.565 4.98 * 0.86  ± 0.02 2.5    ± 0.07 *

945 954.5 2.98 34.402 1.13 * 0.11  ± 0.01 0.39  ± 0.03 0.026 ± 0.002

2,018 2043.3 1.89 34.602 2.52 * 0.025 ± 0.008 0.29  ± 0.05 0.020 ± 0.002

2,488 2522.4 1.66 34.642 2.56 * 0.034 ± 0.009 0.38  ± 0.04 0.011 ± 0.002

調　査　点
採　取　位　置

TR-1 39-53.6 143-40.1

採取深度 水温
ITS-90
（℃）

実用

塩分

溶存
酸素

（mL/L）

2013.8.18

採取年月日
緯　度 (N) 経　度 （Ｅ）

水深（ｍ）

2,765

239+240Ｐu

放　射　能　濃　度　（ｍＢｑ/L）

90Ｓr 137Ｃs60Ｃo

44-50.3

放　射　能　濃　度　（ｍＢｑ/L）

水深（ｍ）

3,686

水深（ｍ）

137Ｃs

調　査　点

60Ｃo

緯　度 (N) 経　度 （Ｅ）
採取年月日

137-29.9

60Ｃo

ＮＯ－9

137Ｃs

採　取　位　置

実用

塩分

溶存
酸素

（mL/L）

採取深度

経　度 （Ｅ）

水温
ITS-90
（℃）

放　射　能　濃　度　（ｍＢｑ/L）

90Ｓr

緯　度 (N)

2013.8.26ＮＯ－8

採取深度

239+240Ｐu

水深（ｍ）

採取深度 水温
ITS-90
（℃）

ＮＯ－10 144-00.1 2013.8.28

90Ｓr 137Ｃs60Ｃo 239+240Ｐu

実用

塩分

溶存
酸素

（mL/L）

190

採　取　位　置

22944-20.2 140-47.8 2013.8.27

溶存
酸素

（mL/L）

放　射　能　濃　度　（ｍＢｑ/L）

90Ｓr 239+240Ｐu

43-00.0

調　査　点
採　取　位　置

採取年月日
緯　度 (N) 経　度 （Ｅ）

調　査　点 採取年月日

水温
ITS-90
（℃）

実用

塩分
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表 2-3 平成 25 年深海域放射能調査結果-海底土 

 

※測定値が検出下限値未満の場合は＊を付記した。 

※調査点 TR-1 では 134Cs が検出されたため、137Cs の値は機器分析による結果を記した。 

 

水深

緯度（Ｎ） 経度（Ｅ） （ｍ）

 ＮＯ-4 39-59.9 134-32.6 2013. 8. 22 1,281 *  0.30  ± 0.008  2.2    ± 0.05  0.58  ± 0.04

 ＮＯ-5 39-59.8 136-00.2 2013. 8. 22 1,430 *  0.28  ± 0.007  2.9    ± 0.06  0.51  ± 0.03

 ＮＯ-6 40-59.9 136-19.7 2013. 8. 21 3,382 *  0.66  ± 0.01  4.1    ± 0.07  0.70  ± 0.05

 ＮＯ-7 41-25.9 137-25.3 2013. 8. 20 3,650 *  0.75  ± 0.01  3.7    ± 0.07  0.74  ± 0.06

 ＮＯ-8 43-00.1 137-30.4 2013. 8. 26 3,687 *  0.011 ± 0.003  0.35  ± 0.03 *

 ＮＯ-9 44-20.3 140-47.9 2013. 8. 27 230 *  0.16  ± 0.006  1.9    ± 0.05  1.4    ± 0.09

 ＮＯ-10 44-50.2 144-01.6 2013. 8. 28 192 *  0.075 ± 0.005  1.2    ± 0.04  0.72  ± 0.05

ＴＲ-1 39-52.9 143-39.6 2013. 8. 18 2,777 *  0.16  ± 0.007 (5.2    ± 0.4)  0.68  ± 0.05

採取年月日
90Ｓｒ

放射能濃度（Bq/kg-乾土）

239+240Ｐｕ137Ｃs

採取位置

60Ｃｏ

調査点
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図 2-4 各調査点における海底土中の各核種の経年変化図（調査点 NO-1～10 のみ） 
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